
令和元年度 おひさまこども園 自己評価結果 

教育･保育理念 
子どもの人権や主体性を尊重し、心豊かにたくましく生きる力の基礎を育む。 

地域とのつながりを大切にし、地域に根ざした子育て支援の拠点をめざす。 

教育・保育方針 

子どもが様々なことに興味、関心をもって主体的に取り組み、粘り強くやり抜こうとする力や思いやり、協

調性、忍耐力などの「非認知的能力」の基礎を培うことを目標とし、質の高い教育・保育を実践する。 

様々な関係機関や地域の団体・人材等との連携及び協働の下、地域で子どもを育てる環境づくりに努める。 

教育・保育目標 
感性豊かで主体的に、友達と助け合いながら、粘り強く難しいことにも挑戦していく子どもを育てるための

教育・保育を実践する。 

めざすこども像 

・基本的な生活習慣を身につけ、心身ともに健康な子ども 

・違いを認め、人を思いやり、大切にできる子ども 

・感じたこと、思ったことを豊かに表現できる子ども 

・自分で気づき、考え、行動しようとする主体的な意欲をもった子ども 

本年度の重点目標 

(1)子ども主体の教育・保育の提供 

(2)保育環境の配慮 

(3)職員の資質の向上 

(4)地域における子育て支援の実践 

自己評価（教育・保育の計画・健康及び安全・職員の資質向上と自己評価）の３領域 

領域 評価の観点 評価項目 
達成 
状況 

今年度の状況 

教
育
・
保
育
の
計
画 

(1)全体的な計画の編成 
幼保連携型認定こども園教育・保育要領に

示されたねらい、内容等を踏まえた編成 
A 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領

の示すところに従い、適切な教育・保育

の内容並びに子育ての支援等に関する

全体的な計画を編成しました。 

 

(2)指導計画の作成と展開 

長期・短期計画の作成 

 

 

A 

長期的に発達を見通した年、学期、月に

わたる長期の指導計画や、これとの関連

を保ち、園児の生活に即した週・日案を

作成し、教育・保育の実践に活かしまし

た。 

園児の生活や発達の見通しを考慮 

 

 

A 

毎月のカリキュラム会議において 

園児の生活や発達について確認し、それ

らを踏まえて以後の指導計画を作成し

ました。 

(3)発達過程に応じた教育・保育 

満3歳未満の園児の個別計画  A 

週日案や保育日誌の個別記録を踏まえ、 

満3歳児未満の園児の発達の状況を把握

し、以後の個別計画を立案し実践につな

げました。 

満3歳以上の園児への主体的な活動の促し  A 

満3歳児以上の園児が園で過ごす様々な

場面において、自ら考え選択し活動でき

る機会を保障するように努めました。 

(4)特別支援教育の対応 指導計画への位置づけ  A 

個々の園児の状態などに応じた指導内

容や指導の工夫を組織的かつ計画的に

行えるよう、個別の保育支援計画を作成

し活用に努めました。 

  



 

 保護者・関係機関との連携  A 

日々の送迎時に保護者と話したり、個人

懇談を実施し、園児の状態を共有しなが

ら保護者の願いや思いを把握し、共に園

児の成長、発達を促せるように努めまし

た。また、関係機関には必要に応じて相

談をし、アドバイス等を受けるようにし

ました。 

(5)関係機関等との連携 

近隣小学校との連携  D 
5歳児が在園しないため、今後取り組み

を進めてまいります。 

保護者・地域との連携  A 

保護者や地域の方々に園行事への参加

を呼び掛け、園児と一緒に遊ぶ機会を設

けるようにしました。また、地域団体に

は、登降園時の見守りをしていただいた

り、地域が主催する行事に園からも参加

したりするなどして連携を取りました。 

 

健
康
及
び
安
全 

(1)子どもの健康支援 健康状態等の把握と疾病等への対応  A 

保健指導計画を作成し、定期健康診断や

毎月の発育測定等により園児の健康状

態を把握し、感染症や疾病、園児の健康

に関する情報提供を積極的に行いまし

た。 

保護者からは園児の成育歴や既往症、家

庭での様子を知らせていただくなどの

連携を図り、園児の成長、発達を促すよ

うに努めました。 

また、予防接種に関する情報提供を行い 

未接種の園児には接種勧奨を行ってい

ます。 

 

新型コロナウイルス感染症予防対策に

ついては、国、府、市が発信する情報の

収集に努め、保護者への情報提供や園の

衛生管理に努めました。 

 

(2)環境及び衛生管理・安全管理 設備・用具などの衛生管理  A 

定期的に安全、衛生点検を実施し、園舎

周辺や園内の設備、用具等の衛生面に留

意し管理しています。 

定期的に玩具等の消毒等を徹底し、職員

や園児の手指等についても常に清潔に

するように配慮しました。 

 

 

 

 

 



 

 

 安全点検・避難訓練等の実施  A 

安全計画及び危機管理マニュアル、避難

確保計画を作成し、安全面に留意した園

運営に努めました。 

年間1回、全職員を対象に救急救命訓練

を実施し、緊急時に対応できるようにし

ました。 

また、毎月、砂場消毒、安全点検、避難

訓練を実施し、年間1回、消防署の指導、

助言を受けて避難訓練を実施しました。 

 

(3)食育の推進 

食育計画の作成と実践  A 

全体的な計画に基づき、食事の提供を含

む食育の計画を作成しています。給食や

おやつの献立を知らせたり菜園活動を

したりして、食を営む力の育成に努めま

した。 

 

食物アレルギーなどへの対応  A 

食物アレルギー対応マニュアルを作成

し、全職員が対応できるようにしていま

す。また、アレルギー児に対しては、か

かりつけの医師による「生活管理指導

表」をもとに適切な対応を行いました。 

 

 

職
員
の 

資
質
向
上 

(1)園長の責務 法令順守・職員指導・研修への促し  A 

教育基本法、児童福祉法及び認定こども

園法その他の法令を遵守し、教育と保育

の一体的な提供に努めています。 

職員には、八尾市社会福祉協議会の職員

であることと、おひさまこども園の職員

であることに自覚と責任をもって職務

を遂行するように指導し、また、各職員

が研修に参加できるよう、職員配置に留

意しました。 

(2)自己研鑽 研修等への積極的な参加  A 

専門的な知識や技術の向上をめざし、積

極的な研修参加を促しており、受講内容

等については研修報告書を提出し、職員

間で共有できるようにしています。 

また、本園に学識経験者を招いて自主研

修を実施し、本園の教育・保育の質の向

上に努めております。 

 

 



(3)目標管理 一年間の目標設定と振り返り  A 

幼保連携型認定こども園として、就学前

児童に対する質の高い教育と保育の提

供と、子育て支援を行なえるように、教

育・保育目標を設定し、めざす子ども像

を掲げております。 

平成 31年 4月 1日に開園した認定こど

も園ではありますが、八尾市社会福祉協

議会が運営する良さを活かし、地域の

方々から支えられながら園を運営する

ことができたと思います。 

 

今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み 

地域子育てつながりセンター事業の具

体的な立案と円滑な運営 

在宅子育て親子が気軽に集い、子育てに関する情報の提供や子育て相談が受けられるように、

事業内容を考え、寄り添いながらの子育て支援に努めてまいります。 

※達成状況  Ａ：十分達成されている  Ｂ：おおむね達成されている   

Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない  Ｄ：取り組みが不十分である 

 

 

 

 

以上のとおり報告します。 

                             令和2年3月31日 

                             社会福祉法人  

                             八尾市社会福祉協議会 

                             おひさまこども園 

                             園長 濱口 澄子 


